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著者名 タイトノレ 被験者(体) 主な統計解析法
68巻 1号
水野りか 漢字表記後の背組処理.自動化仮説 大学生 分散分析
の検証
布li井f~昭 双方向TVを用いたマルチメディ 社会人 ノンノぞラメト 1)ック
ア ・カウンセリングの悲礎的研究 (フリードマン検定)
谷上亜紀 ・ 漢字想起の自己評価 55歳の失語~忠者 i 分散分析
阿部純一 一一→た語症患者と健常者・の比較 名と健常な成人6名
筒井笑力IJ 自己関述訟における気分一致効朱 大学生および大字院 |割子分析
生
68巻2号
南 ，:子，'1_ 判断者のとる役割lが碓詩~*IJ ~析に与え 文系女・子短大生/ 対数線形モデル分析、
る影型i 国立大の文系学生 飽和モデル
関口組!久子 ラットの空間探索行動に及ぽす ラッ ト 分散分析
NMDAアンタゴニス九州心801の効果
大野和男 * * * 
岩木{言喜 ・ 事象関連屯伎による認知的潟藤の情 健常成人、右利き 分散分析
今塩屋修男 報処理過程に闘する研究
塚本伸一 子どもの自己感情とその自己統制の 5歳児-9歳児 対数線形モデル分析
認知に関する発達的研究





68J.?i m 3 J，) 
|刈~.，f-秀樹ほか * * * ト一一一一一
大t潟iJi~ . * * * 
郁品 t台
篠縁克Jた 愛他主義iよ内集問の枠を趨えられる 大学 1年 ・心理学受 t検定、重回帰分fi
か?一一社会的動機からのアプロー 講生
チ一一一
}涜職盟子 ・ サポート理論の一般化による主観的 大学生 相関、 Wilcoxonnの
事誕桝t?:9} 確率評価の説明とすユiWI 符号順位検定
桜Jj:j~男 ・ * * * 
大谷佳子
一Jt暴JI:~保チ 諾諜検索における自己按触行動の役 お茶の水大午学生 t検定、分散分析
WiJ 
68巻第4号
谷l川辺 ラッ トにおける銀化系列の習得と消 ラット 分散分析
去に及ぼす1抗日配列の~~J来
野被党ほか * * * 




~?ド克明子 ・ H親による子供の1'tl'，jに及ぼす父方 三世代家扶の母親 ・ 分散分析
~~ i'fi I仕 :rJlI}J: . 時万tIll:þの版予.~! 祖母・千どむ (jJJ~it
閑 ・小'γ';l.if'.) 
68巻抗5サ
布1谷俊次 !エピソード場面I刺激による!準備喚起 大学生 |φ係数、 t検定、
が記位に及ぽす影智 分散分析
宮本j事秘: 離乳後の未成体j切ラットにおける情 ラット 因子分析、分散分続
動反応、性の・時的低下現象一一ラン
ウェイ ・テストを指撚とした検討
有t矢イオ:彩子 * * * トー




鈴木治明 全身伽仰向智市動 20 仰の成人男|分散分析
特性 女
-89-
森津太子・ 特性関連語の制下 ・閥上呈示が対人 t奇玉大学学生 分散分析
坂元主主 知覚に及ぼす効果
越良子 * * * 
遠藤由美 * * * 
68巻第6号
江尻桂子 * * * 
藤井義久 * * * 
下村満子・ 高速提示された刺激の時間的結合錯 正常な視覚をもっ高 分散分析
横j事一彦 誤ーーターゲッ トの複雑性操作によ 等学生
る効果一一















































































































































































































































































































































































































http://www.okayama.u.ac.jp/user /Ie/ psycho/ member /hase/ experiment/i ndex .html 
にて1998年 8月より議論を継絞中でJうる。
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